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　菊池渓谷のシーズン到来を告げる山開きが渓谷入り口の展望所前であり、関係者など約80人が出席し
て期間中の安全を祈願しました。
　菊池渓谷を美しくする保護管理協議会の福村三男会長が「菊池渓谷は我が国有数の自然景勝地で、自然
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が、毎月第２火曜日（祝日の場合はその前日）
の午前10時から午後３時まで菊池市中央公民
館で出張相談をしています。
　厚生年金に関する手続きまたは質問・相談な
どありましたら、気軽に利用してください。

問い合わせ先　熊本西社会保険事務所
☎ 096（353）0142

毎月第２火曜日は社会保険出張相談です

20歳になった学生の皆さん、
国民年金の加入はもうお済みですか？
20 歳になると、たとえ学生でも
国民年金への加入が義務付けられ、
月々の年金保険料を支払わなければなりません。

市民課市民年金係、各総合支所市民係問い合わせ先

く認識し、訓練に励み、地域の第一線として活躍される
ことを期待します」と訓示し、各方面隊と本部機動隊、
女性消防隊の代表７人に辞令を交付しました。
　新入団員たちは、緊張感のある式典の中で消防団員と
しての責任を感じ取り、決意を新たにしました。
　菊池市消防団員が平成20年に火災などで出動した件
数は、火災９件、行方不明者の捜索１件で、延べ約1,216
人が活躍しています。今後の新入団員の活躍が期待され
ます。

の財産であり、観光地としての大きな柱でもあります。
今後、100年に一度と言われる不況を迎え国民にスト
レスが蓄積されていくことが予想される中、自然に触れ、
森林浴などで心身のリフレッシュをしていただくなど渓
谷の需要は益々高まってくると思います。この財産を大
切に守り、後世に残していかなければいけません」とあ
いさつ。関係者とテープカットなどを行いました。
　また、会場では旅館組合が用意した温泉コーヒーが振
る舞われ、菊池音楽協会によるコーラスが渓谷に響くと、
参加者たちは爽やかな歌声に聴き入っていました。
　平成 20年の入谷者は約 33万人で、日本全国はもと
より、韓国・中国などの海外からもたくさんの人が訪れ
ています。

　菊池市消防団の入団式が菊池市総合体育館であり、
139人の新消防団員が誕生しました。式では、村上忠
吉団長が「『自らの郷土は自らで守る』という使命を深

　公立菊池養生園診療所（入佐孝三所長）で、養生園
祭があり、早朝から、家族連れなどたくさんの人で賑
わいました。
　今回は、「いのちと米の力」をテーマに行われ、講
演会や養生市、健康展、コンサートなどがありました。
　講演会では、大ベストセラー「粗食のすすめ」の著
者、幕内秀夫さんが「ごはんで勝つ」と題して、「お
米中心の食事をすることで、必然的に食事の中身が和
食になる」など、お米中心の食事の重要性について講
演すると、熱心にメモをとる参加者もいました。
　この祭りは、毎年この時期に行われているもので、
「毎年楽しみにしている」という常連の来場者も含め、
たくさんの人で賑わいました。

新緑が鮮やかになってきた菊池渓谷での安全祈願

「ごはんで勝つ」と題して講演する幕内さん

村上団長（左）から辞令の交付を受ける新入団員

菊池渓谷山開き

2009年養生園祭

菊池市消防団入団式
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 学生の皆さんが
 とっても助かる
「学生納付特例制度」です
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